
高浜３，４号炉 大飯３，４号炉
原⼦炉施設保安規定変更認可申請について

【⼤⼭⽣⽵テフラの噴出規模⾒直しに伴う変更】

2021年 8⽉

資料２



1経緯
 ２０１９年４⽉１７⽇

原⼦⼒規制委員会において、⼤⼭⽕⼭の⼤⼭⽣⽵テフラ（以下「ＤＮＰ」という。）は⽕⼭影響評価に
おいて想定すべき自然現象であることを認定された。

 ２０１９年６⽉１９⽇
原⼦⼒規制委員会は、原⼦炉等規制法第４３条の３の２３第１項の規定に基づき、基本設計ない
し基本的設計⽅針を変更することについて、令和元年１２⽉２７⽇までに原⼦炉等規制法第４３条
の３の８第１項の許可に係る申請を⾏うよう命令の発出を決定し、同⽇命令を発出された。

 ２０１９年９⽉２６⽇
原⼦炉設置変更許可申請

 ２０２１年５⽉１９⽇
原⼦炉設置変更許可（降下⽕砕物の最⼤層厚を上表のとおり変更）
本件許可と併せて経過措置期限が委員会決定された。⇒ ページ

 ２０２１年７⽉１⽇
・設計及び工事計画認可申請
・原⼦炉施設保安規定変更認可申請

７



2層厚変更に伴う保安規定変更の対応

炉規則の要求事項 既認可の内容 層厚変更に伴う影響 保安規定変更内容

炉
規
則
８
３
条

第
一
号

ロ

(1)

⽕⼭影響等発⽣時に
おける⾮常⽤交流動
⼒電源設備の機能を
維持するための対策に
関すること。

⾮常⽤ディーゼル発電機（以下
「DG」という。）の吸気ラインに改良
型フィルタを取り付け、電動補助給
水ポンプを使⽤し、蒸気発⽣器２
次側へ注水することにより炉⼼を冷
却する。

層厚変更に伴い、気中降下⽕砕物
濃度が増加することから、DG改良型
フィルタ取替運⽤に影響がある。

既認可保安規定の(1)に対する対策
では、DG改良型フィルタの取替及び
清掃⼿順を定めているが、現⾏で設定
している取替時間及び清掃時間で対応
が可能であることを確認しているため、
保安規定の変更はない。
⇒ ページ

(2)

（１）に掲げるものの
ほか、⽕⼭影響等発
⽣時における代替電
源設備その他の炉⼼
を冷却するために必要
な設備の機能を維持
するための対策に関す
ること。

タービン動補助給水ポンプを使⽤し、
蒸気発⽣器２次側へ注水すること
により炉⼼を冷却する。

屋内設置かつ蒸気駆動であるため、
層厚変更による影響ない。
また、層厚変更に伴い、建屋へ堆積
する降下⽕砕物が増加するが、
設工認で構造強度を評価する建屋
に設置されているため、影響ない。

保安規定の変更はない。

(3)

（２）に掲げるものの
ほか、⽕⼭影響等発
⽣時に交流動⼒電源
が喪失した場合におけ
る炉⼼の著しい損傷を
防止するための対策に
関すること。

電源⾞を建屋内へ移動させ、当該
電源⾞を動⼒源として、蒸気発⽣
器補給⽤仮設中圧ポンプ(電動)
を使⽤し、蒸気発⽣器２次側へ
注水することにより炉⼼を冷却する。

層厚変更に伴い、建屋へ堆積する
降下⽕砕物が増加し、設工認で
構造強度を評価しないタービン建屋
に電源⾞を配備しているため、影響
がある。

層厚変更に伴い、気中降下⽕砕物
濃度が増加することから、DG機能
喪失を想定する時間（交流動⼒
電源を喪失するタイミング）の設定
に影響がある。

既認可保安規定の(3)に対する対策
では、⽕⼭影響等発⽣時に電源⾞を
「タービン建屋」へ移動する⼿順を定め
ているが、電源⾞の移動先をより頑強
な燃料取扱建屋（⾼浜34）、原⼦
炉周辺建屋（大飯34）へそれぞれ
変更する。
⇒ ~ ページ

上記変更及び交流動⼒電源を喪失
するタイミングの早期化に伴い、一部
作業の要員数及び想定時間を変更
する。
⇒ ページ

炉規則第８３条の要求に基づき保安規定で定める⾼濃度⽕⼭灰対策への層厚変更に伴う影響、及び
保安規定変更内容の概要を下表のとおり整理する。
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3

 層厚変更に伴うDG改良型フィルタ取替運⽤への影響項⽬に対する確認内容は下表のとおり。
 結果、現⾏保安規定で定めるDG改良型フィルタの取替時間（20分）及び清掃時間（⾼浜34:60分、

⼤飯34:80分）で対応可能であることを確認した。一⽅、フィルタ取替の着⼿時間が変わるため、DG改良
型フィルタ取替運⽤の詳細⼿順を定める社内標準に当該変更を反映する。

項目 影響内容 影響確認の結果 保安規定への影響確認

炉規則83条 第一号 ロ （１）の対応（電動補助給水ポンプによる蒸気発⽣器注水）

①フィルタの閉塞
時間

気中降下⽕砕物濃度が増加する
ことから、フィルタ閉塞時間に影響
がある。

・フィルタ性能試験により、閉塞時間（許容差圧到達時間）
を確認した。
◇⾼浜34︓(前)210分 (後)191分
◇⼤飯34︓(前)315分 (後)518分

保安規定に定めている項目では
ないため、影響はない。
ただし、社内標準に定めている
フィルタ取替の着⼿時間を算出
する際の確認項目である。

②フィルタ取替の
着手時間

フィルタ取替の着⼿時間は、フィルタ
閉塞時間到達時の最⼤捕集容量
から保守的に設定した基準捕集
容量をもとに設定していることから、
影響がある。

・フィルタ性能試験結果による閉塞時間（許容差圧到達
時間）到達時の最⼤捕集容量から、保守的に設定した
基準捕集容量に到達する時間に、フィルタ取替時間（20
分）を考慮し、フィルタ取替の着⼿時間を設定した。
◇⾼浜34︓(前)100分 (後) 70分
◇⼤飯34︓(前)120分 (後)340分

保安規定で設定しているフィルタ
取替時間（20分）を考慮し、
時間を設定しているため、影響
はない。
ただし、社内標準に定めている
フィルタ取替の着⼿時間が変更
となるため、当該変更を反映する。

③フィルタの清掃
回数

フィルタ取替の着⼿時間を変更する
と、フィルタ清掃回数に影響がある。

・24時間降灰継続時のフィルタ清掃について、フィルタ清掃
試験により、24時間における繰り返し清掃回数での成⽴性を
確認した。
◇⾼浜34︓(前)清掃 5回 (後)清掃 7回
◇⼤飯34︓(前)清掃 5回 (後)清掃 1回

従来どおりの清掃⽅法を変更
していないため、保安規定で
設定しているフィルタ清掃時間
への影響はない。

炉規則83条 第一号 ロ （３）の対応（蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）による蒸気発⽣器注水）

④DG機能を期待
する時間

DG機能を期待する時間は、フィルタ
閉塞時間到達時の最⼤捕集容量
から保守的に設定した基準捕集
容量への到達時間の1/2に設定
していることから、影響がある。

・DG機能を期待する時間が変わるが、蒸気発⽣器の保有水
が喪失することはなく、蒸気発⽣器による炉⼼冷却により、
炉⼼の著しい損傷に至らないことを確認した。
◇⾼浜34︓SG最低水位 (前)約29％ (後)約23％
◇⼤飯34︓SG最低水位 (前)約15％ (後)約18％

保安規定に定めている項目では
ないため、影響はない。

層厚変更に伴うDG改良型フィルタ取替運⽤への影響確認結果の概要
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（１） 電源⾞（通信連絡設備（緊急時対策所を含む）への給電⽤）の準備作業
電源⾞（通信連絡設備（緊急時対策所を含む）への給電⽤）の配置場所をタービン建屋からより頑強な燃料取扱建屋

に変更する。
（２） 電源⾞（緊急時対策所⽤）（燃料補給源）の建屋近傍への移動

電源⾞（緊急時対策所⽤）（燃料補給源）の建屋近傍への移動について、（１）の電源⾞（通信連絡設備（緊急
時対策所を含む）への給電⽤）の配置場所変更に伴い、タービン建屋近傍から燃料取扱建屋近傍に移動場所を変更する。

電源⾞の移動場所変更について（⾼浜３，４号炉）

変更前 変更後
保安規定添付２のうち「３ ⽕⼭影響等発⽣時」抜粋
ｉ．通信連絡設備に関する対策
⽕⼭影響等発⽣時における通信連絡について、降下⽕砕物の

影響を受けない有線系の設備を複数⼿段確保することにより機能
を確保する。ディーゼル発電機の機能が喪失した場合においては、
１号炉および２号炉については、燃料取扱建屋内に配置した電
源⾞※２から、３号炉および４号炉については、３号炉および４号
炉タービン建屋内に配置した 電源⾞※４からそれぞれ給電する。

保安規定添付２のうち「３ ⽕⼭影響等発⽣時」抜粋
ｉ．通信連絡設備に関する対策
⽕⼭影響等発⽣時における通信連絡について、降下⽕砕物の

影響を受けない有線系の設備を複数⼿段確保することにより機能
を確保する。ディーゼル発電機の機能が喪失した場合においては、
１号炉および２号炉については、燃料取扱建屋内に配置した電
源⾞※２から、３号炉および４号炉については、燃料取扱建屋内
に配置した 電源⾞※４からそれぞれ給電する。

< 電源⾞（通信連絡設備（緊急時対策所を含む）への給電⽤）の例>

① ①

①

②

注 ①・②は通常時は屋外の所定のエリアに保管

3u燃料取扱建屋

４号炉
非常用母線

３号炉
非常用母線

3,4uタービン建屋

3,4u制御建屋3u補助建屋 4u補助建屋

4u蒸気発生器補給用
仮設中圧ポンプ

通信連絡設備 通信連絡設備 P
屋外

①燃料 燃料

変更箇所

4u燃料取扱建屋

②
3u燃料取扱建屋

４号炉
非常用母線

３号炉
非常用母線

3,4uタービン建屋

3,4u制御建屋3u補助建屋 4u補助建屋

P
3u蒸気発生器補給用

仮設中圧ポンプ

4u蒸気発生器補給用
仮設中圧ポンプ

通信連絡設備 通信連絡設備

P
屋外

①

燃料 燃料

4u燃料取扱建屋

変更箇所
燃料

②

燃料

P
3u蒸気発生器補給用

仮設中圧ポンプ

①

【変更後の電源⾞配置】 注【変更前の電源⾞配置】 注



5

（１） 電源⾞ の準備作業
電源⾞の配置場所をタービン建屋からより頑強な原⼦炉周辺建屋に変更する 。

（２） 軽油ドラム⽸（燃料運搬⾞）の建屋近傍への移動
軽油ドラム⽸を積載した燃料運搬⾞の建屋近傍への移動について、 （１）の電源⾞の配置場所変更に伴い、タービン建屋

近傍から原⼦炉周辺建屋近傍に移動場所を変更する 。

変更前 変更後
ｇ．蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）を⽤いた炉⼼の著しい

損傷を防止するための対策
⽕⼭影響等発⽣時において、外部電源喪失およびディーゼル発電機

が機能喪失し、かつタービン動補助給水ポンプが機能喪失した場合は、
蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）を使⽤し、蒸気発⽣器
２次側による１次冷却系の冷却を⾏う。

(a) 蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）の準備作業
各課（室）⻑は、 電源⾞を降下⽕砕物の影響を受けることのない

３号および４号炉タービン建屋内へ移動し、準備作業を⾏う。

ｇ．蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）を⽤いた炉⼼の著しい
損傷を防止するための対策
⽕⼭影響等発⽣時において、外部電源喪失およびディーゼル発電機

が機能喪失し、かつタービン動補助給水ポンプが機能喪失した場合は、
蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）を使⽤し、蒸気発⽣器
２次側による１次冷却系の冷却を⾏う。

(a) 蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）の準備作業
各課（室）⻑は、 電源⾞を降下⽕砕物の影響を受けることのない

３号炉および４号炉原⼦炉周辺建屋内へ移動し、準備作業を⾏う。

電源⾞の移動場所変更について（⼤飯３，４号炉）

<蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）の準備作業の例>

４号炉
非常用母線

３号炉
非常用母線

3,4uタービン建屋

3,4u制御建屋
4u原子炉
周辺建屋

3u原子炉
周辺建屋

P
3u蒸気発生器補給用

仮設中圧ポンプ

4u蒸気発生器補給用
仮設中圧ポンプ

通信連絡設備通信連絡設備

P

屋外

③ ③

④ ④燃料 燃料変更箇所

４号炉
非常用母線

３号炉
非常用母線

3,4uタービン建屋

3,4u制御建屋
4u原子炉
周辺建屋

3u原子炉
周辺建屋

P
3u蒸気発生器補給用

仮設中圧ポンプ
4u蒸気発生器補給用

仮設中圧ポンプ

通信連絡設備通信連絡設備

P

屋外

③ ③④ ④
燃料

変更箇所

燃料

③

④

③ ③

注 ③・④は通常時は屋外の所定のエリアに保管

【変更後の電源⾞配置】 注【変更前の電源⾞配置】 注



6その他の変更について（⾼浜および⼤飯）

（１）電源⾞からの給電開始（給電⽤ケーブル敷設・接続）＜⾼浜3,4号炉＞
（２）蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）の準備作業、電源⾞の準備作業（電源⾞の移動）＜⼤飯3,4号炉＞
（３）可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置作業＜⼤飯3,4号炉＞

（１） 対応手段 対象号炉、要員 要員数 想定時間 炉⼼冷却の成⽴性

変更前
電源⾞※４からの給電開始※１０

(給電⽤ケーブル敷設･接続)
・３号炉および４号炉
・緊急安全対策要員

４
(３号炉および
４号炉合計)

６０分 通信連絡⽤の電源⾞
に係る⼿順であり、
炉⼼冷却の成⽴性に
影響はない。（詳細は
参考２ ページ）

変更後
電源⾞※４からの給電開始※１０

(給電⽤ケーブル敷設･接続)
・３号炉および４号炉
・緊急安全対策要員

２
(３号炉および
４号炉合計)

７０分

※４ ︓３号炉および４号炉 通信連絡設備（緊急時対策所を含む）への給電⽤
※10︓可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置作業は、1箇所あたり上表とは別に緊急安全対策要員6名が40分以内で実施する。

（２） 対応手段 対象号炉、要員 要員数 想定時間 炉⼼冷却の成⽴性

変更前
・蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ
（電動）の準備作業
・電源⾞の準備作業（電源⾞の移動）

・緊急安全対策要員 2 ２５分 想定時間は変更となる
が、作業の完了時間に
変更はない。（詳細は
参考３ ページ）

変更後
・蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ
（電動）の準備作業
・電源⾞の準備作業（電源⾞の移動）

・緊急安全対策要員 ２
(３号炉および
４号炉合計)

５０分

（３） 注記の記載 炉⼼冷却の成⽴性

変更前 可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置作業は、1箇所あたり上表とは別に緊急安全
対策要員4名が60分以内で実施する。

作業の完了時間は増加するが、炉⼼
冷却が可能な蒸気発⽣器の水位を
維持できる時間内に作業を完了できる。
（詳細は 参考４ 参考５ ページ）変更後 可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置作業は、1箇所あたり上表とは別に緊急安全

対策要員3名が130分以内で実施する。

高
浜
３
・
４
号
炉

大
飯
３
・
４
号
炉

電源⾞の移動場所変更及び交流動⼒電源を喪失するタイミングの変更に伴い、⾼浜及び⼤飯の下記⼿順について要員数
及び想定時間を変更する。一部⼿順については想定時間が増加するが、変更後も⾼濃度⽕⼭灰対策が成⽴していることを
確認した。

①

①

③

③



7原⼦炉施設保安規定変更認可申請の想定スケジュール

＜⾼浜発電所 原⼦炉施設保安規定 附則の記載＞
第 １ 条 この通達は、⼤⼭⽣⽵テフラの噴出規模の⾒直しに係る必要な⼿続きの完了⽇以降に適⽤する。

2021年度 2022年度
備考

6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉

設工認
工程

保安規定
工程

使⽤前
事業者

検査・確認
工程

▼7⽉１⽇

▼7⽉１⽇

▽認可

▽認可 ▽施⾏

使⽤前事業者検査・
使⽤前確認

（ 申 請 ）２０２１年７⽉１⽇
（認可想定）２０２２年２⽉上旬

（参考）経過措置期限
⼤⼭⽕⼭の⼤⼭⽣⽵テフラの噴出規模の⾒直しに係る設計及び工事の計画の認可、保安規定変更認可並びに使⽤前事業者検査及
び使⽤前確認の⼿続きを完了させるべき期限は、本件許可⽇（令和 ３年５ ⽉１９ ⽇）から１年以降の最初の原⼦炉等規制法
第４３条の３の１６第１項の検査（定期事業者検査）において、原⼦炉を起動するために必要な検査を開始する⽇とする。

申請概要のご説明

申請書、補⾜説明資料のご説明
＊DG改良型フィルタ取替運⽤の成⽴性
＊蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプを⽤いた
SG注水による炉⼼冷却の成⽴性

＊保安規定の⼿順変更による成⽴性 等

コメント回答他
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参考資料



9

〇改良型フィルタのフィルタ取替・清掃作業（⾼浜３，４号炉の例）
DGが起動した場合において、吸気フィルタの閉塞を防止するため、フィルタの取替・清掃を⾏う。

【フィルタ取替・清掃作業】 [1交換サイクル当たり]
必要要員数 : 緊急安全対策要員 4名／ユニット（現場）
作業時間（想定）: 20分（取替）、60分（清掃）

層厚変更によっても、取替、清掃
の作業⽅法は変わらないため
保安規定の変更はない

改良型フィルタ
（着脱可能） フィルタエレメント

（着脱可能）

空気の流れ

閉止板

DG吸気消音器

100分 100分

※1　１班４名で２班が交代して作業を実施する。 　

※2 ﾌｨﾙﾀ清掃は4人
 中2人が次回取替え
 までの間に実施する

ディーゼル発電機
改良型フィルタの

フィルタ取替・清掃※1

緊急安全対策要員 清掃※2

備考

手順の項目
要員（名） （１ユニットあたり）

（作業に必要な要員数）

0.5 1 1.5 2

経過時間（時間）

4.5 5 60 2.5 3 3.5 4 5.5 24

4 清掃※2取替 取替

▽噴火発生

▽降灰予報（多量）発令、発電所対策本部長による作業開始指示

▽発電所敷地へ降灰到達

＊改良型フィルタのフィルタ取替着⼿時間（⾼浜３，４号炉の例）
・DGフィルタの性能試験結果に基づき、フィルタ取替着⼿時間を100分と
設定していたが、層厚変更を踏まえたフィルタ試験の結果、フィルタ取替
着⼿時間を７０分に設定する。

取替 清掃

70分
取替 清掃

70分

取替作業のイメージ

閉止板取付作業 フィルタ抜取作業

フィルタ取替着⼿時間は社内
標準に定めており、保安規定
の変更はない

参考1層厚変更に伴うDG改良型フィルタ取替運⽤への影響確認結果の補⾜



10電源⾞（通信連絡設備（緊急時対策所を含む）への給電⽤）からの給電の成⽴性について
（⾼浜３，４号炉）

（１） 対応手段 対象号炉、要員 要員数 想定時間

変更前
電源⾞※４からの給電開始※１０

(給電⽤ケーブル敷設･接続)
・３号炉および４号炉
・緊急安全対策要員

４
(３号炉および
４号炉合計)

６０分

変更後
電源⾞※４からの給電開始※１０

(給電⽤ケーブル敷設･接続)
・３号炉および４号炉
・緊急安全対策要員

２
(３号炉および
４号炉合計)

７０分

4号3号

燃料取扱建屋 燃料取扱建屋

変更後の配置例変更前の配置例

4号3号

燃料取扱建屋 燃料取扱建屋

ケーブル敷設ルート（可搬）

（凡例）
電源⾞（通信連絡設備（緊急時対策所を含む）への給電⽤）

可搬式代替電源接続盤安全系メタクラ

〇電源⾞（通信連絡設備（緊急時対策所を含む）への給電⽤）からの給電は、設置場所の変更に伴い
下図のとおり作業場所が変更となった。

〇ケーブルの敷設距離が既認可と⽐べて短くなったことから、要員数が4名から2名に減少したものの、作業は
既認可から10分増加の70分以内で完了することを現場で確認済み。本⼿順は、通信連絡⽤の電源⾞
に係る⼿順であり、炉⼼冷却の成⽴性に影響はない。

※４ ︓３号炉および４号炉 通信連絡設備（緊急時対策所を含む）への給電⽤
※10︓可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置作業は、1箇所あたり上表とは別に緊急安全対策要員6名が40分以内で実施する。

参考2

①

①



11⼤飯３・４号炉における蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）および
電源⾞の準備作業の成⽴性について(1/2)

変更前
3号 電源⾞移動(2名/25分)

宿泊場所から3号電源⾞保管場所への移動

3号電源⾞保管場所からタービン建屋内への移動

4号 電源⾞移動(2名/25分)
タービン建屋内から4号電源⾞保管場所への移動

4号電源⾞保管場所からタービン建屋内への移動

変更後
3号、4号 電源⾞移動(2名/50分)

宿泊場所から3号、4号電源⾞保管場所への移動

3号、4号電源⾞を保管場所から原⼦炉周辺建屋付近への移動

3号電源⾞を原⼦炉周辺建屋付近から原⼦炉周辺建屋内への移動

4号電源⾞を原⼦炉周辺建屋付近から原⼦炉周辺建屋内への移動

25分

25分

50分

10分

15分

10分

15分

10分

屋外作業完了時間
降灰予想から60分

20分

10分

開始時間
降灰予想から約10分

要員２名が1名ずつ、3号電源⾞、4号電源⾞を
運転し、原⼦炉周辺建屋付近まで移動
要員２名で３号電源⾞を運転、誘導し
原⼦炉周辺建屋内へ移動
要員２名で４号電源⾞を運転、誘導し
原⼦炉周辺建屋内へ移動

要員２名で、3号電源⾞を運転し、
タービン建屋内まで移動

（２） 対応手段 対象号炉、要員 要員数 想定時間

変更前
・蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ
（電動）の準備作業
・電源⾞の準備作業（電源⾞の移動）

・緊急安全対策要員 2 ２５分

変更後
・蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ
（電動）の準備作業
・電源⾞の準備作業（電源⾞の移動）

・緊急安全対策要員 ２
(３号炉および
４号炉合計)

５０分

〇電源⾞の設置場所変更に伴い電源⾞の移動距離は既認可と⽐べて⻑くなった（次⾴参照）が、従前は３号で実施してから
４号実施としていた⼿順のうち一部（電源⾞の移動）を並⾏実施とすることで、50分以内に完了することを現場で確認済み。
従来の作業完了時間に変更はなく、降灰開始前に作業が完了する。

要員２名で、4号電源⾞を運転し、
タービン建屋内まで移動

参考3-1

③

③

③

③

③

（凡例）

︓４号作業

︓３，４号共通作業

︓3号作業

常に２名が近くで⾏動し、連携して作
業を実施

10分

③
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〇 電源⾞の設置場所変更に伴い電源⾞の移動距離は既認可と⽐べて⻑くなったが、従前は３号で実施してから４号実施
としていた⼿順のうち一部（電源⾞の移動）を並⾏実施とすることで、50分以内に完了することを現場で確認済み。従来の
作業完了時間に変更はなく、降灰開始前に作業が完了する。

（凡例）

変更前
変更後

参考3-2

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。

⼤飯３・４号炉における蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）および
電源⾞の準備作業の成⽴性について(2/2)

③



13⼤飯３・４号炉における可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置作業の成⽴性ついて

（凡例）

可搬式排気ファンおよび
仮設ダクト等保管場所
可搬式排気ファンおよび
仮設ダクト等設置場所
電源⾞設置場所

（３） 注記の記載

変更前 可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置作業は、1箇所あたり上表とは別に緊急安全対策要員4名が60分以内で実施する。

変更後 可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置作業は、1箇所あたり上表とは別に緊急安全対策要員3名が130分以内で実施する。

変更前（１箇所当たり）
可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置（４名/６０分）

変更後（１箇所当たり）
可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等運搬（３名/５０分）

可搬式排気ファンおよび仮設ダクト等設置（３名/８０分）

６０分

８０分
５０分

屋外作業完了時間
降灰開始60分まで

開始時間
降灰予想約10分

屋外作業

屋内作業

変更前の配置例 変更後の配置例

〇 電源⾞の設置場所変更に伴い、従来タービン建屋（屋内）に保管していた可搬式排気ファン、仮設ダクト等の保管場所を
原⼦炉周辺建屋近傍（屋外）へ変更した。（原⼦炉周辺建屋内に適した保管場所がないため）

〇これにより可搬式排気ファン、仮設ダクト等を屋外から屋内へ運搬する⼿順が追加となったが、降灰開始までに対応できること
を現場で確認済み。

〇また、屋内作業の想定時間が２０分増加するが、炉⼼冷却が可能な蒸気発⽣器の水位を維持できる時間内に作業を完了
できる。

参考4
③
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層厚変更に伴い変更する各⼿順と蒸気発⽣器による炉⼼冷却の成⽴性の関係について

（⼤飯３・４号炉の例） 参考5

蒸気発生器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）
による蒸気発生器２次側への注水に必要な操作
電源⾞移動

電源⾞ケーブル敷設（電源⾞起動含む）

電源⾞排気ファン等設置

蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ(電動)給水準備

不要負荷切り離し・受電操作

＜対応の時系列（⼤飯）＞

③D/Gフィルタ閉塞（SBO発⽣）
炉規則83条第一号ロ（３）により設定

蒸気発⽣器
給水機能喪失期間

火山噴火

②降灰開始（外部電源喪失）

⑥主蒸気逃がし弁による
２次系強制冷却開始

①手動原⼦炉トリップ

⑦蒸気発⽣器補給用仮設中圧ポンプ
（電動）による注水開始

⑧蒸気発⽣器最低水位（広域）
到達時間

15分 45分

 炉規則83条第一号ロ(3)では、発電所への降灰到達後、DGが一定期間機能維持することを前提に対策を講じている。
具体的には気中降下⽕砕物濃度の２倍の濃度を想定し、DG機能を期待する時間を設定している。(下図③の時間)

 本要求に対する対策は、蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）を使⽤し、蒸気発⽣器２次側へ注水することに
より炉⼼を冷却することである。本対策に必要な⼿順に要する時間を積み上げ、蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ
（電動）起動の時間を設定する。（下図⑤の時間）

 これらの時間をインプットに解析を実施した結果、DG停止後一定期間（下図③〜⑦）蒸気発⽣器給水機能が喪失
するが、蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ（電動）による注水の効果により、蒸気発⽣器内の水位は確保され、
炉⼼の著しい損傷を防止できることを確認している。

35分

50分

⽕⼭灰対策開始時間
降灰予想から約10分

55分

110分

⑤蒸気発⽣器補給⽤仮設中圧ポンプ
（電動）起動

④SBO発⽣に伴い蒸気発⽣器補給⽤
仮設中圧ポンプ（電動）起動指示

130分
60分(変更前)

(変更後)

1 2 3 4 5 6 7 (時間)



15⼤飯発電所原⼦炉施設保安規定の記載の適正化について

〇⼤飯発電所において、１，２号炉原⼦炉補助建屋内に設置してい
た旧緊急時対策所運⽤中における⼿順着⼿の判断基準を削除する。

〇なお、新たに設置した緊急時対策所の電源については電源⾞から供
給可能であり、⼿順着⼿の判断は⻘囲み範囲の記載および下記の
社内規定により実施する。よって赤囲みの範囲の基準により着⼿を判
断することはなく、実際の運⽤および赤囲みの削除に問題はない。

大飯発電所 一般防災業務所達 （抜粋）

参考6
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第６５回原⼦⼒規制委員会（令和３年３⽉１７⽇（水））
資料２－２ 関⻄電⼒（株）美浜３号炉、高浜１〜４号炉並びに大飯３，４号炉の大山⽣⽵

テフラの噴出規模⾒直しに係る審査の概要（案）抜粋

参考7美浜３号炉、⾼浜１，２号炉の保安規定の取扱いについて
○設置変更許可（大山火山の大山⽣⽵テフラの噴出規模の⾒直し）の審査において、美浜３号炉
および高浜１，２号炉については、既認可保安規定に定める火山影響等発⽣時における原⼦炉
施設の保全に関する措置により、降下火砕物の最大層厚の変更後においても当該措置に技術的
成⽴性があることから、保安規定の変更が不要であることを説明している。

○この説明に対し、当該設置変更許可の審査結果において、美浜３号炉および高浜１，２号炉の
保安規定を変更しない⽅針は妥当であることが⽰されている。（下図参照）


